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○2015年9月の国連サミットで全会一致で採択。
○「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現のための２０３０年を
年限とする１７の国際目標（その下に，１６９のターゲット，２３２の指標が決められている）。

○特徴は，以下の５つ。

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）

•先進国を含め，全ての国が行動普遍性

•人間の安全保障の理念を反映し、「誰一人取り残さない」包摂性

•全てのステークホルダーが役割を参画型

•経済・社会・環境に統合的に取り組む統合性

•定期的にフォローアップ透明性



〇 上記内容を踏まえ、次期総合計画の推進がＳＤＧｓの達成に資するとの考えの下、その進捗状況を計測するために、次期総合計画
における各項がＳＤＧｓの17のゴールの内、どのゴールに関連するかについて、次期総合計画に設定した目標指標（以下「総合計画
指標」という。）を用い、169のターゲットとの紐づけを行った。

〇 紐づけ作業に当たっては、総合計画指標が設定された項の基本方針や施策の方向性等を踏まえ、17のゴール（「自治体行政の果た
し得る役割」を含む）及び169のターゲット、232のインディケーターの意訳文のほか、 「地方創生ＳＤＧｓローカル指標リスト 2019年
4月（暫定版）」で示された「ローカライズ指標（案）」を基に検討に当たった。

〇 なお、「ローカライズ指標（案）」については暫定的なものであり、全国的に公開されて利用可能なデータに基づく指標のみが示されたも
のとなっているが、個々の自治体が地域固有の課題を抽出し、独自指標を設定の上、取組を推進することも重要とされているから、総合
計画で設定した指標について、全てＳＤＧｓの推進のための独自指標になり得るという前提で紐づけを行った。ただし、総合指標として
全ての項に設置した市民実感度の指標は、対象外とした 。

国の自治体ＳＤＧｓへの期待及び自治体ＳＤＧｓの推進のための情報提供

次期総合計画への反映及び考え方

〇 国は2016年5月に内閣総理大臣を本部長、全国務大臣を本部員とする「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）推
進本部」を設置し、同年12月に「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）実施指針」を決定。
その中で、「各地方自治体に、各種計画や戦略、方針の策定や改定に当たってはＳＤＧｓの要素を最大限反映

することを奨励しつつ、関係府省庁の施策等も通じ、関係するステークホルダーとの連携の強化等、ＳＤＧｓ達成に
向けた取組を促進する」と記述され、自治体によるＳＤＧｓ達成に向けた取組に大きな期待が寄せられている。

〇 しかしながら、自治体がＳＤＧｓ達成に向けた取組を推進するに当たり、ＳＤＧｓの17のゴール、169のターゲット
の達成に向けた進捗状況を管理するため、国連による232のインディケーターが設定されているが、世界レベルで進捗
状況を管理することを意図してあることから、自治体レベルにおける取組の進捗管理に活用することは難しいものとなって
いる。

〇 そうした中、国は、「地方創生ＳＤＧｓローカル指標リスト 2019年4月（暫定版）※」を作成し、ＳＤＧｓの達
成に向けて自治体レベルで取組を行う際には、達成目標の進捗状況を計測するための指標の活用が不可欠であると
の考えとともに、その議論のたたき台となる自治体レベルの指標（以下「ローカル指標」という。）の案が示されたところで
ある。

次期総合計画へのＳＤＧｓの反映及び考え方について

ゴール

（17）

（意欲目標）

ターゲット

（169）

（行動目標）

インディケーター

（232）

（達成度を測るための

数値指標）
※自治体ＳＤＧｓ推進評価・調査研究会「自治体ＳＤＧｓ推進のためのローカル指標検討ＷＧ」作成



次期総合計画各項とＳＤＧｓゴールの関連表

１．農林業の活性化 （農林業）
１．農業の活性化

２．林業の活性化

２．商業の活性化とにぎわ

いづくり
（商業）

１．商業環境の整備

２．市街地のにぎわいづくり

３．企業立地の推進 （工業） １．企業立地の推進

４．雇用・労働環境の充

実
（雇用・労働環境）

１．雇用の確保と安定化

２．労働環境の向上

５．地域産業の活性化 （地域産業）
１．中小企業の経営基盤強化

２．伝統産業の保護・育成

６．観光の振興 （観光）
１．観光客誘致の推進

２．観光拠点施設の充実

ＳＤＧｓゴール章 項　（施策分野） 施策の方向

１．産業経済の振興

（産業、観光）



１．子ども・子育て支援の

充実
（子ども・子育て支援）

１．結婚・妊娠・出産・育児の切れ目

ない支援の充実

２．子育て支援の充実

３．子育て環境の充実

２．介護・高齢者福祉の

向上
（介護・高齢者福祉）

１．高齢者福祉の充実

２．社会参加と生きがいづくりの推進

３．介護保険制度の適正運用

３．障がい者福祉の向上 （障がい者福祉）
１．障がい者支援の充実

２．暮らしやすい環境づくりの推進

４．地域福祉の向上 （地域福祉）
１．地域福祉活動の推進

２．地域福祉活動拠点の充実

５．生活支援・社会保障

の充実
（生活支援・社会保障）

１．生活支援の充実

２．国民健康保険の健全運営

６．地域医療の充実 （地域医療） １．地域医療の充実

７．健康づくりの推進 （健康づくり）

１．生活習慣病予防と重症化予防の

推進

２．生涯を通じた健康づくりの推進

ＳＤＧｓゴール

２．健康・福祉の増進

（健康、医療、福祉）

章 項　（施策分野） 施策の方向



１．環境保全対策の推進 （生活環境保全）
１．生活環境対策の推進

２．温暖化対策の推進

２．循環型社会の推進 （循環型社会）
１．ごみ減量の推進

２．ごみの適正処理

３．消防・救急体制の強

化
（消防・救急）

１．消防・救急体制の向上

２．消防・救急施設の充実

４．防災・減災対策の推

進
（防災・減災）

１．地域防災力の向上

２．防災・減災体制の強化

５．防犯・交通安全対策

の推進
（防犯・交通安全）

１．防犯対策の強化

２．交通安全対策の強化

６．消費者保護対策の充

実
（消費者保護） １．消費者保護対策の充実

章 項　（施策分野） 施策の方向 ＳＤＧｓゴール

３．生活環境の整備

（環境、安全・安心）



１．学校教育の充実 （学校教育）

１．教育内容の充実

２．教育環境の充実

３．学校給食の充実

２．青少年健全育成の推

進
（青少年育成）

１．青少年教育の充実

２．青少年教育施設の運営

３．教育研究の推進 （教育研究）
１．教育研究・相談機能の充実

２．適応指導の充実

４．生涯学習の推進 （生涯学習）
１．生涯学習の充実

２．社会教育施設の充実

５．芸術・文化の振興 （芸術・文化）
１．芸術・文化活動の推進

２．文化財の保護・活用

６．スポーツの振興 （スポーツ）
１．スポーツ活動の推進

２．スポーツ施設の充実

章 項　（施策分野） 施策の方向 ＳＤＧｓゴール

４．教育・文化の向上

（教育、生涯学習、

芸術・文化、スポーツ）



１．道路交通網の整備 （道路・橋りょう）
１．幹線道路網の整備

２．生活道路網の整備

２．公共交通体系の充実 （公共交通）
１．鉄道利用の促進

２．バス交通網の充実

３．土地利用と景観の形

成
（土地利用・景観）

１．土地の有効利用

２．景観の形成

４．歴史まちづくりの推進 （歴史まちづくり）

１．歴史的風致を活用したまちづくりの

推進

２．歴史まちづくりの整備

５．住宅対策の推進 （住環境・移住・定住）
１．住環境の整備

２．移住・定住の促進

６．水道水の安定供給 （上水道）

１．適切な水質管理

２．上水道施設の整備

３．企業経営の健全運営

７．汚水・雨水の適正処

理
（下水道・雨水）

１．汚水・雨水処理の推進

２．下水道事業の健全運営

８．水と緑の保全 （自然環境保全・河川）
１．水源・河川等の保全

２．森林の保全

９．公園・緑地の整備 （公園・緑地）
１．公園の充実

２．緑化の推進

章 項　（施策分野） 施策の方向 ＳＤＧｓゴール

５．都市基盤の整備

（都市基盤）



１．市民協働の推進 （市民協働）
１．市民参画の充実

２．地域づくりの推進

２．広報・広聴の充実 （広報・広聴） １．広報・広聴の充実

３．男女共同参画の推進 （男女共同参画） １．男女共同参画の推進

４．国際交流の推進 （国際交流） １．国際交流の推進

５．シティブランディングの推

進
（シティブランディング） １．シティブランディングの推進

６．効率的で健全な行財

政運営
（行財政運営）

１．効率的な行政運営の推進

２．安定した財政運営の推進

３．公共施設マネジメントの推進

７．地域連携の推進 （地域連携） １．地域連携の推進

章 項　（施策分野） 施策の方向 ＳＤＧｓゴール

６．計画推進のために

（協働、行政運営）


